
災害時の福祉の重要性への認識の深化とあわせ、全国の都道府県では災害時の福祉支援体制・災害福祉広

域支援ネットワークの構築推進が進んでいます。一方、昨年度の弊社調査では、約7割の都道府県が構築に

取り組んでいるものの、実施体制や活動人員の確保・育成方法に試行錯誤されている状況が見られます。

以上を踏まえ、都道府県及び都道府県と共に取り組む団体を対象に「災害福祉広域支援ネットワーク構築

セミナー ～災害時の福祉支援体制構築のための人材育成」を、厚生労働省の平成29年度社会福祉推進事業

の一環として開催いたします。本セミナーでは、災害時の福祉的支援や現在の構築状況を今一度考えつつ、

各都道府県での研修や訓練等の状況も御紹介します。また、先般の熊本地震の際に広域派遣を行った岩手

県・京都府の災害派遣福祉チームの活動事例から、災害時の実際の活動についての考察を行い、皆様方の

今後の体制構築や研修・訓練等の人材育成に活用頂ける情報提供の機会としたいと考えています。

● 対象者

・都道府県等の災害時の福祉支援体制構築の御担当者及びその検討・構築に共に取り組む団体等

● 定員

100名 （10月20日（金） ※定員になり次第締め切らせていただきます）

● 日時・会場

平成29年 11月 14日（火） 10:30開始（開場 10:00）

株式会社 富士通総研 5F大会議室 〒105-0022 東京都港区海岸1-16-1 ニューピア竹芝サウスタワー

● プログラム

時間 項 目 講師

10:30- 開会

10:40- 災害福祉広域支援ネットワークの構築について(仮) 厚生労働省

11:00-
都道府県における災害時の福祉支援体制、
災害福祉広域支援ネットワークの構築について

㈱富士通総研 行政経営グループ
チーフシニアコンサルタント 名取 直美

12:00- 休憩

13:00- ミニレクチャー：災害時に活動する人材の育成について
㈱富士通総研 行政経営グループ
チーフシニアコンサルタント 名取 直美

13:15-
part1：災害時の要配慮者支援の基礎
～災害時の福祉的支援を考える

華頂短期大学
教授 武田 康晴

14:15- 休憩

14:30-
part2:災害時の実働シミュレーション
～熊本地震、岩手県台風10号被害を踏まえた
実際の支援活動を理解する

岩手県災害派遣福祉チーム
京都府災害派遣福祉チーム

● 目的

大規模災害を想定した災害福祉広域支援ネットワーク、都道府県内での災害時の福祉支援体制の構築を進

めるにあたり、その基本的な考え方、構築のプロセス等の理解とあわせ、災害時に活動を行う人材である

災害派遣福祉チームの組成・育成のための研修・訓練について学ぶ。

平成29年度 厚生労働省社会福祉推進事業

災害福祉広域支援ネットワークの構築推進に向けた災害時の福祉的支援の在り方と標準化の調査研究

災害福祉広域支援ネットワーク構築セミナー

～災害時の福祉支援体制構築のための人材育成～



お問い合わせ ：株式会社 富士通総研 コンサルティング本部 行政経営グループ
担当 ：芦澤・五十嵐・赤田・名取
電 話 ：（03）5401-8396（平日10時～17時 、年末年始を除く）
E-mail ：fri-saigaifukushinw＠cs.jp.fujitsu.com

● 会場のご案内

株式会社 富士通総研

東京都港区海岸1-16-1 ニューピア竹芝サウスタワー5階 第会議室

Tel: 03-5401-8396（行政経営グループ 直通）

【ご案内】

・新交通ゆりかもめ 竹芝駅出口直結

・JR山手線・京浜東北線 浜松町駅北口より徒歩10分

・都営地下鉄大江戸線・浅草線 大門駅B2出口より徒歩11分

（車でお越しのお客様へ ）

・首都高1号線「芝公園」/「汐留JC」から5分。

※当社専用の駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。

● 申込方法

別添の参加申込書（Microsoft Excel）にご記入の上、メールに添付してお申し込みをお願いします。

●申込時のお願い

• 構築に取り組む団体等が参加される場合は、都道府県御担当課のご担当者が取りまとめてお申し込み下

さるようお願いします。

• １都道府県から参加される人数については（構築に取り組む団体等も含む）、概ね2～3名までと想定し

ております。構築に取り組む団体等含めて4名以上参加されたい場合や、その他ご事情がある場合は、

事務局にご相談ください。

• 申込者多数となった場合、人数調整をお願いさせていただく可能性がございます。何卒ご了承下さい。


